
(1)家庭における食育の推進
(2)学校、保育所等における食育の推進
(3)地域における食育の推進
(4)食育県民運動の展開

【基本目標】

すべての県民が豊かさと幸せを実感できる
山梨を実現するため、山梨の豊かな「食」
の魅力を活かしながら、県民一人ひとりの
「食」の大切さへの意識を高め、健全な食
生活の実践を促し、心身の健康の増進と豊
かな人間性を育む。

第５次やまなし食育推進計画の構成案

【基本目標】

県民一人ひとりが豊かさを実感できる山梨を実現するため、山
梨の多様な「食」の魅力を通じて県民が「食」に関する知識を
深め、「食」を選択する力や「食」の大切さへの意識を高める
ことで、健全な食生活の実践を促し、心身の健康の増進と豊か
な人間性を育む。

１ あらゆる場面での食育の推進

基本方針

(1)「山梨県産」の地元消費の拡大
(2)「やまなしの食」の継承
(3)魅力ある地域資源の活用

２ 食による地域の魅力発信

(1)家庭における食品ロス削減促進
(2)食品関連事業者等の食品ロス削減促進
(3)未利用食品等の有効活用に向けた支援
(4)総合的に推進するための体制の整備
(5)食品ロス削減に向けた啓発活動の展開

３ 食品ロス削減の推進と体制づくり

(1)食品の安全性や栄養等の食生活に関
する情報の提供

４ 食に関する情報の提供

(1)家庭における食育の推進
親子で学ぶ機会の提供、家庭における共食の推進、非常事態に対する備え 等

(2)学校、保育所等における食育の推進
学校給食の充実（環境に配慮した地域農林水産物の活用等）、農林漁業教育の
充実、大学との連携 等

(3)地域・職場における食育の推進
健康寿命の延伸につながる取組、企業による「大人の食育」の促進、地域にお
ける共食の推進 等

(4)食育県民運動の展開
食育に関する県民理解の増進、優良活動の表彰・優良事例の横展開 等

１ あらゆる場面での食育の推進

基本方針案

(1)地産地消の推進
地域農業への県民理解の醸成、環境に配慮した農業の推進、地元食材の利用促進

(2)やまなしの食文化の継承
地域の食文化に対する県民理解の増進、関係団体による継承活動の支援

(3)地域資源の魅力発信
やまなしブランドや県産食材を活用した食の発信、生産者と消費者の交流促進

２ 地域の農林水産物や食文化等への理解と継承

(1)家庭における食品ロス削減の促進
消費者の理解の促進、消費者による取組の支援、エシカル消費の普及啓発

(2)食品関連事業者等における食品ロス削減の促進
食品関連事業者等における理解の促進、取組の支援

(3)未利用食品等の有効活用に向けた支援
フードバンク活動・フードドライブ活動の周知、支援

(4)食品ロス削減県民運動の展開
食品ロスに削減に関する県民理解の増進、優良活動の表彰・優良事例の横展開 等

３ 食品ロス削減に向けた取組の促進

(1)食に関する情報の提供
基礎的な調査の実施、リスクコミュニケーションの充実、デジタル化に対応し
た情報提供

(2)推進基盤の強化
食に携わる人材の育成、関係機関との連携・協力体制の強化

４ 食育・食品ロス削減を推進する体制・環境づくり

○計画の名称
第５次やまなし食育推進計画

○計画策定の趣旨

第４次やまなし食育推進計画（令和３～
７年度）の評価及び課題の整理を行い、
今後５年間の食育推進の方向性を明らか
にする

○計画の位置づけ
・食育基本法第17条に基づく計画
※食育推進基本計画

・食品ロスの削減の推進に関する法律第
12条に基づく計画

※食品ロスの削減の推進に関する基本
的な方針

・食育の推進に関連する他の県計画等と
の整合性を図りながら効果的に推進

・県民、学校、保育所・幼稚園・認定こ
ども園、生産者・事業者、民間団体、
市町村、県等、食育及び食品ロス削減
に関連するすべての関係者の総合的な
指針

○計画期間
２０２６（令和８年）度～
２０３１（令和１２年）度（５年間）

＜山梨県総合計画での位置づけ＞
戦略１ 強靱な「やまなし」を創る道
政策４ 安全・安心、快適なまちづくり

６ 食の安全・安心確保、食育の推進
及び食品ロスの削減

具体的な事業

 第５次やまなし食育推進計画（食品ロ
ス削減推進計画）の策定

 学校・家庭・地域等が連携した食育の
推進

 やまなしの食文化の継承の取組
 食品ロス削減に向けた普及・啓発等

第５次第４次
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